
南丹市子どもの未来応援プラン

～子どもの貧困対策推進計画～ の進捗状況について

すべての子ども達が、その生まれ育った環境に左右されず、自分自身の生きる力を高め、

未来を切り拓き夢をもって成長していける社会の実現を目指します。

■基本目標１

子どもの健やかな育ちと安心して過ごせる環境の支援

【新規事業】

事業・取組 事業・取組内容 Ｒ２年度予定・進捗状況

第三の居場所開設 家庭生活の支援が必要な子ど

もを発見するとともに、家庭や

学校に代わる、子ども達が安心

して過ごすことができる小学

生対象の居場所を開設する。

【実施】

※進捗状況は別紙のとおり

食事の提供支援についての

研究

こども食堂の設置のない地域

での食事支援のあり方につい

て研究する。

【検討】

10 月以降に、関係団体との意見

交換を実施予定

学習サポーターの登録・派遣 経済的な理由により塾に通え

ない子どもや不登校の子ども

のための学習支援を行うサポ

ーター（学生等）を募集し、Ｎ

ＰＯ等が開設する居場所など

への派遣を行う。

【検討】

10 月以降に、学生サポーターの

利用について関係団体等との

意見交換を実施予定

進学に向けた支援情報の周知

の強化

中高生にもわかりやすい「支援

制度の手引き」を作成し、各種

支援制度の周知に努める。

【検討】

進学就職についての経済的支

援をまとめた京都府の制度一

覧を参考に、学校や関係機関等

の意見聴取を行う。

子ども達への情報発信の

強化

居場所開設や進学にかかる情

報などを、ＳＮＳなどを活用し

情報発信を行う。

【検討】

10 月以降に、関係団体等との意

見交換を実施予定

資料３

基本理念



■基本目標２

生活基盤の安定と経済的支援

■基本目標３

社会全体での気づきの醸成と支援への仕組みづくり

事業・取組 事業・取組内容 Ｒ２年度予定・進捗状況

モノ支援 制服や学用品などのリユース

の仕組みを検討する。

【検討】

各学校の取組状況の調査を実

施予定。

事業・取組 事業・取組内容 Ｒ２年度予定・進捗状況

庁内連携組織の設置 子ども・若者への支援と家庭環

境の改善に向けた具体的な解

決策の検討を行う包括的な庁

内の支援体制を構築する。

【実施】

検討中

子どもの貧困への理解の推進 子どもや家庭と関わる関係機

関や地域の支援者などに対し、

子どもの貧困への関心や理解

を深めるための研修等を実施

する。

【実施】

10 月以降に、関係機関や支援者

に向けた研修会を実施予定

気づきマニュアルの作成 困難を抱える家庭の状況に気

付く体制づくりとして、子ども

や保護者と接する機会の多い

関係機関や支援者に向けた「気

づきマニュアル」を作成する。

【検討】

マニュアル素案を作成し、関係

機関と検討を行う。

地域応援ネットワーク会議

（仮称）の開催

行政だけでなく、関係機関や子

ども達の支援を行う団体等と

連携し、市全体で貧困対策に取

組む体制を整えます。

【実施】

10 月以降に実施予定の研修会

時に併せた情報交換会を予定。

持続可能な支援活動の研究 各地域での取組を継続的なも

のとするために、活動資金の確

保などについて研究を行いま

す。

【実施】

寄付金の活用方法などについ

て担当課と協議を行う。

情報発信についての研究 子育てに関する情報を市民が

容易に入手できるような情報

発信の仕組みについて研究す

る。

【実施】

10 月以降に、関係団体等との意

見交換を実施予定



第三の居場所について

▶設置目的

・経済的な困難に限らず、家庭において健全な育ちが困難な環境にある子どもに対し、家庭

に不足する養育力を補う場とする。

・子ども達が様々なことに前向きになれるよう、自己肯定感を養い、自身の生きる力を向上

させる場とする。

▶開設予定日

令和２年１０月１日 （９月下旬工事完了予定）

▶施設の名称

南丹市子ども家庭サポートセンター

▶位置

南丹市園部町小桜町２６番地２（園部小学校の敷地内）

▶主な取組み

・子ども及び子育て家庭の相談

・サポート教室の実施（学習習慣の定着に向けた支援・生活習慣の形成支援など）

▶開館時間

・長期休暇以外の日 午後２時～午後８時

・小中学校の長期休暇期間 午後１時～午後８時

＊土曜日、日曜日、祝日はお休み

▶利用対象者

・相談事業の対象：小中学校に在籍する児童又は生徒及びその保護者

・サポート教室の対象：様々な要因で困難な状態にある児童又は生徒（最大 15 人まで）

＊南丹市内の子どもに関係する組織・団体と連携し、支援の必要な子どもの情報を収集し、

該当家庭の保護者と子どもに、サポート教室への参加を促す。

サポート教室一日の流れ（案）

・職員は、総括マネージャー１名、スタッフ２名

14：00－ センター開所

15：00－ 順次サポート教室入室（「さくら」から、「放課後児童クラブ」からの利用も可能）

16：00－ 宿題、自由時間など

17：00－

18：00－ 夕食準備

19：00－ 夕食。片付け

20：00－ 最終帰宅


